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文学部初等教育専攻での学びとその魅力
青 木聡子
本報告は、2012年１１月１０日に国士舘大学世田谷キャンパスにて開催された人
文学会シンポジウム「文学部で学ぶということ－国士舘大学の場合」における発
表をまとめたものである。なお、報告にあたり、若干の加筆・修正を行ったこ
とをお断りしておく。
１．目的
学生たちは、本学の文学部初等教育専攻で学ぶことをどのように意味づけてい
るのだろうか。とりわけ、カリキュラムの特徴である、体験的・実践的な学び、
少人数ゼミでの人間教育、全員参加の行事（｢運動会｣、「音楽会｣、「教育雑誌『す
ぐすぐ」の編集・発行｣）の自主的な運営は、学生たちにとってどのような意味
をもつのか。学生にとっての文学部初等教育専攻の魅力は何なのか。本報告では
これらの問いについて、現在、初等教育専攻で学んでいる学生への調査から明ら
かにしていきたいと考える。
２．方法
手続き
2012年７月、本学初等教育専攻の学生を対象に、授業終了時や音楽会の練習
時間を利用して調査への協力を依頼した。プライバシーに配慮し、個別に密封で
きるようテープのついた回収用封筒を添えて質問紙を配布し、研究室前に設けた
回収箱に提出してもらった。
調査協力者
質問紙を配付した164名のうち、８４名から回答が得られた（有効回答率
51.2％)。そのうち、１年生は２３名（27.4％)、２年生は15名（17.8％)、３年生
は22名（26.2％)、４年生は24名（28.6％）だった。
調査内容
学業に対する満足度（１項目）：初等教育専攻での授業や自習を含めた学業に
対する満足度を１００点満点で答えてもらった。
学生生活に対する満足度（１項目）：初等教育専攻での日々の学生生活に対す
る満足度を１００点満点で答えてもらった。
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初等教育専攻における学習環境充実感（１７項目）:文学部や初等教育専攻のホー
ムページ（１）に本学文学部初等教育専攻のカリキュラムの特徴や卒業生の声とし
て掲載されている情報から学習環境の充実感を問う項目を独自に作成した｡｢まっ
たくそう思わない」から「とてもそう思う」までの５段階評定である。
学びのスキル（18項目）：大学で主体的、能動的に学習するために必要とされ
るスタディ．スキル（２）を参考に独自に作成した。「まったくそう思わない」か
ら「とてもそう思う」までの５段階評定である。
その他：学年、学生生活についての相談相手、個人的な事柄についての相談相
手について答えてもらった。
自由記述：「あなたが初等教育専攻に入ってよかったと思うことがありました
ら、できるだけ具体的に教えてください｡｣、「あなたは国士舘大学に入学してか
らの学生生活で、どんなことを学んできましたか。授業に限らず、ためになった
こと､将来役立つと思うこと､国士舘大学に入学する前と現在とでご自身が変わっ
たと思うことなどがありましたら教えてください｡｣、「初等教育専攻のここが変
わればもっといいなと思うこと、大学や教員への要望・提案がありましたら、
教えてください｡」の３つの問いについて自由記述での回答を求めた。なお、調
査ではこのほかに伊藤．相良ほか(3)の主観的幸福感尺度（ＳＷＢＳ：Subjective
Well-BeingScale）についても尋ねているが、今回は紙幅の都合で報告を割愛さ
せていただく。
３．結果と考察
１．学生生活や個人的な事柄についての相談相手にみる学生の人間関係
全84名中、学生生活については、８３名（98.8％)、個人的な事柄については８０
名（952％）の学生が、専攻内外に１人以上相談できる相手がいると回答した。
学生生活の相談相手を複数回答で選択してもらったところ、家族46名（54.8％)、
初等教育専攻の先輩33名（39.3％)、初等教育専攻の同級生76名（90.5％)、担任
17名（20.2％)、担任以外の教員20名（23.8％)、学生主事21名（25.0％)、その
他20名（23.8％）という結果となった。個人的な事柄の相談相手については、家
族53名（63.1％)、初等教育専攻の先輩25名（29.8％)、初等教育専攻の同級生
68名（81.0％)、担任８名（9.5％)、担任以外の教員９名（10.7％)、学生主事６
名（7.1％)、その他29名（34.5％）であった（複数回答)。
学生や新任教員は、教育現場で困ったことがあっても、遠慮や自分で解決すべ
き課題なのではないかという気持ち(4)、無能だと思われるのではないかという
恐れ(5)から、しばしば周囲に相談できずに問題を抱え込むことがあることが指
摘されている。今回の調査では具体的な相談内容にまでは踏み込んでいない点、
また、就職した際の相談事は必ずしも学生である現在の相談事と同じとは限らな
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い点に注意する必要があるが、多くの学生が相談したいことや困ったことを打ち
明けられるような人的資源を有しているという今回の結果は、現場に出てからも
必要な人間関係形成力がある程度高いことを意味しているといえるだろう。
２．初等教育専攻における学習環境充実感と初等教育専攻に入ってよかったと思
うことにみる初等教育専攻の魅力
ここでは、初等教育専攻における学習環境充実感についての記述統計量を確認
したのち、初等教育専攻に入ってよかった思うことについての自由記述を分析す
ることにより、学生にとっての初等教育専攻の魅力を明らかにしていく。
初等教育専攻における学習環境充実感
表１は、初等教育専攻に対するイメージと学習環境についての各項目の記述統
計量を示したものである｡各項目について１～５点の５段階評定で尋ねたところ、
Ｍ＝３．０９～４．３９と、項目により値にややばらつきがみられた。また、全１７項目
のうち、「同級生との横のつながりがある。（項目ｌ）｣、「先輩・後輩との縦のつ
ながりがある。（項目２)｣､｢教育関係のボランティアを探しやすい環境である(項
目１５)｡」では天井効果が懸念される結果となった。
表１初等教育専攻における学習環境充実感
項目Ｎｏ． ＮＭＳＤ
１同級生との横のつながりがある。８３４．３９．９２２
２先輩・後輩との縦のつながりがある。８３４．１６．９６９
:享萎=研究上のことで､教員に質問したい討議したい相談した'Ｍ鰯、Ⅲ
４授業や研究以外のことで、教員と話したり、相談したりしやすい。８３３．３７１．１７６
５教員免許状取得のための学習支援を充分に受けられる。８２３．６１１．０１５
‘繍菫壱そ讃奥習愉習)を受ける上で必要…機材等の設麹，鯛]０７‘
７教員採用試験対策のための講座等が充実している。８２３．０９１．０８０
８教育の基本となる方法や技術を身につけることができる。８３３．５７．９２６
９体験的・実践的な学びができる機会が充実している。８３３．４９１．１１９
１０幅広い教養を身につけることができる。８３３.l７ＬＯ９１
１１魅力ある人間としての徳を育むことができる。８３３．２２１０１３
１２音楽会の自主的な運営経験が、就職してから役に立つ。８３３．５５１１１８
１‘雪雲=(音楽会との隔年桃)の自主的鞍運営経験が､就職してから役'二$…？ｕ3；
]`縦騏,i歪｣の駐的慈運営(執筆編集蝿行)経験が､就駆，殿１０鯛
1５教育関係のボランティアを探しやすい環境である。８２３９９１０６０
１６図書館・メディア情報センターのサービスが充実している。８３３．５５１．０６２
１７パソコンやインターネットを使える環境が整っている。８３３．４９１１３０
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カテゴリーの作成
つづいて、「あなたが初等教育専攻に入ってよかったと思うことがありました
ら、できるだけ具体的に教えてください｡」という問いについての自由記述部分
を取り上げる。まず、内容毎に１枚のカードに記し、カードに記された内容が類
似しているものをまとめ､まとめたカードを代表するようなカテゴリー名を考えた。
初等教育専攻に入ってよかったと思うこと
表２初等教育専攻に入ってよかったと思うこと
①学生間や学生と教員とのつながりがあること（39名）
人数が少ないので先輩や先生から教員についての話を聞くことができること。（１年生)／先輩たちとの
つながりが多い！みんな仲良くていい！（１年生)／この２年生に出会えたこと、先輩、後輩に出会え
たこと、先生に出会えたことがすつどい自分の中でプラスになっています。何より友との出会いが一番
です!！（２年生)／他の学部とちがって先輩や後輩などの顔見知りがたくさんできた。（２年生)／先輩や
後輩、先生との関わりが深いのでいろいろな相談ができる。（３年生)／他の大学や専攻に比べ縦や横の
つながりがあり、たくさん情報が入ってきたり、切瑳琢磨したりすることができる。（３年生)／先輩と
の関わりが深いので、色々なボランティアや活動を紹介してくれること。（４年生)／同じ学年で遊びに
行くなどとても仲が良く、横のつながりがあること。授業のことで分からないことがあると、全体で教
え合うことが多く、とても良いと思う。（４年生）ほか
②行事があること（12名）
運動会や音楽会など、自らが計画し、実践するという行事が学年関係なく協力し合ってできることが、
就職してからも絶対役に立つと思うし、学校生活も充実できて良いと思う。（１年生)／運動会や音楽会
を行うことで縦のつながりも増えて学校が楽しいです。（２年生)／運動会や音楽会の運営を自分たちで
進めていくことで経験がつめる。（２年生)／音楽会や運動会といった実践的な行事があること。（３年
生)／他の学部にはない運動会・音楽会があること。大学になってもこのような行事があることは、個
人的に楽しいし、将来教員になったとき、運営する上で役立つと思う。（３年生)／運動会・音楽会・初
等向けのサークルなどで､横のつながりだけでなく、縦のつながりも持てたこと。（４年生)／行事があっ
て、すごくたのしい！すごく達成感がある!！（４年生）ほか
③同じ目標をもつ仲間がいること（９名）
同じ目標をもった友人がたくさんできたこと。（１年生)／自分と同じ夢をもつ友人にたくさん出会えた
こと。（１年生)／みんな同じ目標に向かっているので色々と話があう。（２年生)／専攻の人の将来に対
する意識が高く、夢が同じなので頑張ろうと思えるところ。（３年生)／同じ夢を志す仲間と切嵯琢磨す
ることができている。（３年生)／同じ夢をもった人がたくさんいるということ。仲間がいるから、授業
や行事を協力してつくることができたと思う。（４年生）ほか
④少人数制であること（５名）
少人数制対応（３年生)／同学年との関わりが深いところ。（人数が40人前後と適切だから）（４年生)／
人数が少ないので手厚く面倒をみていただける。（４年生)／一学年の人数が他学部と違って少ないので、
みんなと仲良くできる。（４年生)／少人数制なので、仲間（特に|i1級生）と仲が良いこと。友達が少な
ければ、自分の教育観しか持てずに教師になってしまうから。友だちの考えを沢山知れるのはとても為
になる。（４年生）
⑤教員になるための学びの機会が充実していること（５名）
教師になる為のプログラムが非常に多いし、先生とのかかわりも深いので実際の授業像なんかもイメー
ジしやすい。（２年生)／現場のことを考えた教育を受けられるのは良いと思う。（２年生)／合格報告会
がある。（３年生)／現場での実践力を考えてくれる先生が多いこと（松田先生、小野瀬先生、山室先生、
千葉先生etc.）（３年生)／教材研究をしたり模擬授業をした。（４年生）
⑥教室等の設備が充実していること（５名）
ピアノの練習ができること。（１年生)／初等教育の設備が整っていること。（１年生)／設備がととのっ
ている。（３年生)／理科室、美術室といった施設が充実していること。（３年生)／実習の教室が充実し
ている。（３年生）
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初等教育専攻に入ってよかったことについて、学生から報告された８５の記述
について分類を行った結果、６カテゴリーが生成された。各カテゴリーに対応す
る記述の一部を表２に示す。
①は、学生間の横のつながりや縦のつながり、学生と教員とのかかわりの深さ
が示されているためく学生間や学生と教員とのつながりがあること〉とした。②
は、「運動会」や「音楽会」など、初等教育専攻の行事についての内容から成る
ためく行事があること〉とした。③は自分と同じように幼稚園や小学校の教員を
目指す仲間がいるよさについての内容から成るためく同じ目標をもつ仲間がいる
こと〉とした。④は、初等教育専攻が１学年あたり４０名程度の少人数制をとっ
ていることに言及したものであるためく少人数制であること〉とした。⑤は、教
員になった先輩の話を聞くことができる合格報告会や、現場での実践力を身につ
ける機会があることなど、教員になるための学びの機会についての内容から成る
ためく教員になるための学びの機会が充実していること〉とした。⑥は、専攻内
の教育設備についての内容から成るため、〈教室等の設備が充実していること〉
とした。
学生にとっての初等教育専攻の魅力
初等教育専攻における学習環境充実感と初等教育専攻に入ってよかったと思う
ことについての結果を見てみると、ある程度共通する内容が浮かびあがる。以下
では、初等教育専攻に入ってよかったと思うこと（表２）に関する内容を「カテ
ゴリー」①～⑥、関連する初等教育専攻における学習環境充実感（表ｌ）の内容
を「項目」ｌ～１７と記し、学生にとっての初等教育専攻の魅力について、考察
を行う。
まず第一に、学生同士や学生と教員とが親密な関係にあることである（カテゴ
リー①、カテゴリー③、カテゴリー④、項目１、項目２、項目３，項目４)。こ
れは、単に人数が少ないというだけでなく、授業もクラス全員で受けるものが多
く、学業と職業とのつながりがわかりやすい専攻であるため、仲間意識が芽生え
やすいこと（カテゴリー③)、「運動会｣、「音楽会｣、「教育雑誌「すぐすぐ」の編
集・発行」といった専攻内の行事の運営があるため、入学直後から、同級生の
みならず上級生とも一緒に活動する機会があること（カテゴリー②、項目12,
項目１３，項目１４）も寄与していると考えらえる。
第２に、教員になるための学びの機会が充実していること（カテゴリー⑤、項
目５、項目６、項目７、項目８，項目９，項目１５）である。ただし、「初等教育
専攻のここが変わればもっといいなと思うこと、大学や教員への要望・提案」
には、「教育実習の量を増やしてほしい。（２年生)｣、「外国語活動の教育法の授
業があってほしい。（４年生)｣、「小学校のほうは力を入れているけど、幼稚園希
望者への対策が少なすぎると思う。免許がとれるといっているのだから、それを
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信じて入学してくる人のためにも、もっと幼稚園教諭になったときに役立つよう
な授業をもっと増やしたほうがいいんじゃないかな？と思う。（３年生)」といっ
た、より実践的な力をつけたいというという希望（１１名）も寄せられているこ
とは真撃に受け止めねばならないだろう。
第３に､<教室等の設備が充実していること〉（カテゴリー⑥）である。一方で、
｢初等教育専攻のここが変わればもっといいなと思うこと、大学や教員への要望・
提案」として、自由記述欄には、「ピアノ室が少ない（４年生)」など、ピアノ練
習室を増やしてほしいという声（８名）や、「暇な時に居る教室がない１自習室
も勉強ができる環境とはとても言えない。（３年生)」など､自習室に関する声（２
名)、「初等用のロッカーがほしい。（１年生)｣、「パソコンが重い。（４年生)」な
どの要望も寄せられており、学生の中には、今後さらなる設備の充実が必要だと
いう意見があることも確認された。
３．学びのスキルと学生の国士舘大学に入学してからの自己の学びに対する認識
学びのスキル
表３は、学びのスキル(こっていての各項目の記述統計量を示したものである。
各項目の平均点は３．００～3.55であった。今回用いた項目は、標準化された尺度
ではないものの、いずれも大学で主体的、能動的に学習するために必要とされる
スキルであり(6)、入学して半年の１年生であってもある程度身についていない
と授業についていくことが難しいと考えられる。
まず、情報をインプットしたり、自分の中で活用すること、自己表現をするこ
とは得意とは言えないまでもある程度できていると感じている（項目ｌ、項目８、
項目１１，項目１６）ようだが、情報理解の正確さや（項目３)、他者に伝わるよう
アウトプットをすること（項目２，項目１０、項目１２）についてはやや苦手意識
があることがうかがえる。伝えることに関しては、普段から、授業等を通して、
幼児や児童に理解できるような表現をするよう意識する機会が多いと考えられる
ため、自分に対し厳しい評価をしている可能性もある。こうした力については、
これまでも、教科に関する授業や、卒業研究における卒業論文の論述のなかで指
導を行ってきている。初等教育を看板に掲げた専攻の特性を考えれば、今後も積
極的に発言や発表の機会を設けるなどして、学生が自信をもって情報を発信する
ことができるよう支えていく必要があるだろう。
図書館・情報メディアセンターの活用（項目５）や、必要な資料や文献を検
索すること（項目６）については、ある程度できていると感じているようだ。た
だし、レファレンスサービスの利用、資料の閲覧・貸出手続き、文献複写依頼、
学外の図書館や機関が所蔵する資料の借用、学外の図書館や機関への紹介状の発
行スキル（項目４）や、適格かつ迅速な情報収集（項目７）についての得点の低
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表３学びのスキル
項目Ｎｏ． ＮＭＳＤ
わかりやすくメモやノートをとることができる。
相手に伝わりやすく回答を引き出しやすい質問をすることができる。
本や論文の内容を正確につかむことができる。
本学図書館の基本的な利用（レファレンスサービス、資料の閲覧・貸出、
文献複写、学外の図書館や機関が所蔵する資料の借用、学外の図書館や機
関への紹介状の発行）の方法がわかる。
図書館・情報メディアセンターを十分に活用することができる。
必要な資料や文献を検索することができる。
的確かつ迅速に情報を収集することができる。
収集した情報を整理し、活用することができる。
アイディアを出し、まとめあげていくことができる。
相手にわかりやすいレポートやレジュメを作成することができる。
自己表現を効果的にすることができる。
わかりやすく発表・プレゼンテーションをすることができる。
集団の話し合いの中で、共感できる部分を探しながら、合意形成をするこ
とができる。
集団の話し合いの中で、相手と自分の異同を明確にしながら、論を進めて
いくことができる。
グループワークではメンバー間で役割分担をしながら目的を遂行すること
ができる。
ものごとを鵜呑みにせず､常に批判的な視点をもって考えることができる。
試験では、一夜漬けに頼らずに、確実に覚えて臨むことができる。
自らスケジュールを立て、学習を進めていくことができる。
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ざを加味すると、インターネットなどの入手が容易な情報に頼りがちである可能
性があることには注意が必要だろう。
ひとりでアイディアをまとめることに比べ（項目９)、仲間と一緒に協力して
物事を成し遂げることにはある程度自信があるようである（項目１３，項目１４、
項目１５)。これには、授業や行事など、専攻内にグループで活動する機会が多い
こと、それらを通じて仲間と協力し合える良好な人間関係を築けていることが関
係していると考えらえる。
一方、計画的に自分でコツコツと学習を進めることは、やや苦手なようである
(項目１７，項目１８)。ただし、「初等教育専攻のここが変わればもっといいなと思
うこと、大学や教員への要望・提案」として自由記述欄に寄せられた、教員採
用試験の対策をしてほしいという要望を踏まえると、このことは必ずしも学ぶ意
欲がないことを意味するというわけではないようだ。ここでは紙幅の都合で詳細
な報告については省略するが、たとえば、「教員採用試験（小学校全科）の流れ、
対策法などを大学全体で（大学主催で）やるのではなく、強制参加で、初等の先
生方主催で1年生の時に実施してほしかった。１年生の時から危機感、教採に対
する意識を上げさせた方が良いと思う。（３年生)｣､｢教員採用に向けた授業をもつ
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とやってほしい。（教育法規とか）また、西洋教育史は、１年生のときに受講す
るが、本気で教採に向けるために２年生や３年生くらいに行うことがいいと感じ
た。とても忘れている。（４年生)｣、「教採を視野に入れた授業をやってほしい。
３年生の後期くらいにあると意識もあがると思います。（４年生)」など、教員採
用対策に関する要望が８名から寄せられている。つまり、学びたいという気持ち
はあるが、ペースは教員に作ってもらいたいというのが本音、という者もいるの
が実情だといえる。自主的に学ぶ姿勢については学生内からも「大学生が何も考
えていない（自発的に学習・行動・計画できない）ので、授業で作業したり活
動したりする場面を作ったら良い。（オール座学の授業があるので）（４年生)」
という厳しい意見はあった。大学生に強制的に既習の内容を復習させるような勉
強会や宿題を課すことについては、様々な意見があるだろう。しかし、今後専攻
としてどのような立場をとるにせよ、教員は、学生たちに（彼らなりにではある
かもしれないが）学ぶ意欲があるのだということだけは、覚えておかねばならな
いのではないだろうか。
カテゴリーの作成
ここでは、「あなたは国士舘大学に入学してからの学生生活で、どんなことを
学んできましたか。授業に限らず、ためになったこと、将来役立つと思うこと、
国士舘大学に入学する前と現在とでご自身が変わったと思うことなどがありまし
たら教えてください｡」という問いについての自由記述部分を取り上げる。まず、
内容毎に１枚めカードに記し、カードに記された内容が類似しているものをまと
め、まとめたカードを代表するようなカテゴリー名を考えた。
学生の国士舘大学に入学してからの自己の学びに対する認識
国士舘大学に入学してからの自己の学びに対する認識について、学生から報告
されたのべ60の記述について分類を行った結果、３カテゴリーが生成された。
各カテゴリーに対応する記述の一部を表４に示す。
①は、人との接し方に関する内容から成るためく対人関係スキル〉とした。②
は、現場での体験や子どもと触れ合った経験についての内容から成るためく現場
の様子や子どもの接し方〉とした。③は､教員養成に関する内容から成るためく教
員になる上で必要な知識・技術〉とした。
〈対人関係スキル〉（カテゴリー①）には､初等教育専攻内に限らず､ボランティ
アや部活動、サークル活動等も含めた学内外での人とのかかわりから、成長した
自分の姿を実感できていることが示されている。つまり、学生は、専攻内の仲が
良いからと閉じた関係に甘んじるのではなく、積極的に多様な人々とかかわりを
もとうとしており、その中で、社交'性や団結力、マナーといった対人関係スキル
を身につけているといえるだろう。
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表４学生の国士舘大学に入学してからの自己の学びに対する認識
①対人関係スキル（17名）
友達関係。（１年生)／縦との関わり方は、これからも役に立つと思う。（２年生)／ボランティアとか
BOPが役立つと思う。国際ボランティアに入ってからだいぶ社交的になった。（２年生)／入学前より
社交的になれた。自分の意見を言えるようになった。（部活動の仲間のおかげ)。目上の大人との関わ
り方を覚えてきた。（部活動での経験を通して）（３年生)／いろんな人と関係をもつことが大切。（３
年生)／先パイ、後ハイのつながりの大切さ。４年間、同じクラスで聞結力を身につけた。（４年生)／
国士舘大学に入学し、サークルに入り、違う学部の人とも多く関わり、人とのつながり、まとめる重
要さを身につけることができた。人をまとめるのがあまり得意ではなかったけれど、指示を出し、ま
とまった時の嬉しさを感じることができた大学生活である。（４年生）ほか
②現場の様子や子どもとの接し方（７名）
小学校へのボランティアをすることで、実際の現場を肌で感じることができ、また、実際の先生方を
見てとても勉強になっています。（１年生)／サークルに入って小学生や幼稚園児とふれあえるボラン
ティアができた。（１年生)／部活やボランティアで子どもとの接し方を学んだ。（３年生)／子どもと
のふれ合う機会が多かった（ボランティア・サークル）（４年生）ほか
③教員になる上で必要な知識・技術（７名）
教員になるために必要なことを授業で学べた。（１年生)／指導案等の書き方をなんとなくわかった。
将来は教師になる人はほとんどの授業が役に立つと思う。（２年生)／教職教養はとても実践的なもの
が多く面白い。（３年生)／実践的な授業が将来役立つと思いました。（３年生)／教員になる為の必要
最低限の知識を学んだ。（４年生）
〈現場の様子や子どもとの接し方〉（カテゴリー②）からは､初等教育専攻が「教
育関係のボランティアを探しやすい環境である（表１，項目１５)｡」というだけ
でなく、教育現場に出ることに対し高い意欲を持ち、そうした機会を積極的に活
用している学生の姿がうかがえる。ボランティアの紹介は、大学や教員を通じて
だけでなく、専攻内の先輩・後輩間でも行われており、今後もこのようなルー
トを大事にしていく必要があるだろう。
〈教員になる上で必要な知識・技術〉（カテゴリー③）については、専攻の特
徴がそのまま反映されたといえる。そして、このうちいくつかの回答からは、学
生がより「実践的な」内容を将来役に立つ.面白いと感じていることがうかが
える。無論、今回のデータからは、このような意見を持っている者が専攻内にど
れくらいいるのかは定かではない。ただ、幼稚園においては、保育実践が複雑で
多義的であり、学生が大学で学習した知識・技術をそこに単純にあてはめるこ
とができないため、多くの学生が現場で戸惑い、教育の理論と実践とを結びつけ
ることに困難を感じることも指摘されている(7)。大学である以上、理論を学ぶ
ことも重要であるが、より一層学生の学びへの意欲を高めるためには、理論がど
のように実践に結びつくのかが理解できるように授業を展開することが－つの有
効な策なのかもしれない。
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４．学生の初等教育専攻での学業における満足度を支える要因
ここでの統計処理は、SPSS21を用いて行った。
初等教育専攻における学習環境充実感初等教育専攻における学習環境充実感
１７項目について主成分分析を行った。主成分の寄与率は45.7％と充分な値は得
られなかったが、すべての質問項目においてこの成分への因子負荷量が0.40以
上であり、そのまま「初等教育専攻における学習環境充実感」とした（表５)。
尺度得点は項目の合計とし、得点が高いほど、初等教育専攻における学習環境が
充実していると感じていることを示す。
学びのスキル大学での学習に必要とされるスキル１８項目について主成分分析
を行った。主成分の寄与率は48.6％と充分な値は得られなかったが、すべての質
問項目においてこの成分への因子負荷量が0.40以上であり、そのまま「学びの
スキル」とした（表６)。尺度得点は項目の合計とし、得点が高いほど、大学で
の学習に必要な学びのスキルが身についていると感じていることを示す。
表５初等教育専攻における学習環境充実感についての主成分分析結果
第１成分共通性項目Ｎｏ．
教育の基本となる方法や技術を身につけることができる。
音楽会の自主的な運営経験が、就職してから役に立つ。
幅広い教養を身につけることができる。
運動会(音楽会との隔年開催)の自主的な運営経験が､就職してから役に立つ。
教育関係のボランティアを探しやすい環境である。
体験的・実践的な学びができる機会が充実している。
図書館・メディア情報センターのサービスが充実している。
魅力ある人間としての徳を育むことができる。
教員免許状取得のための学習支援を充分に受けられる。
教員採用試験対策のための講座等が充実している。
教育雑誌「すぐすぐ」の自主的な運営（執筆・編集・発行）経験が、就職
してから役に立つ。
授業（講義・実験・実習・演習）を受ける上で必要な教室.機材等の設備が
充実している。
パソコンやインターネットを使える環境が整っている。
先輩・後輩との縦のつながりがある。
同級生との横のつながりがある。
授業や研究上のことで､教員に質問したり、討議したり、相談したりしやすい。
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授業や研究以外のことで、教員と話したり、相談したりしやすい。
固有値 7.776
α係数 ､924
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表６学びのスキルについての主成分分析結果
第１成分共通性項目Ｎｏ．
収集した情報を整理し、活用することができる。
アイディアを出し、まとめあげていくことができる。
わかりやすく発表・プレゼンテーションをすることができる。
的確かつ迅速に情報を収集することができる。
相手にわかりやすいレポートやレジュメを作成することができる。
集団の話し合いの中で、相手と自分の異同を明確にしながら、論を進めてい
くことができる。
集団の話し合いの中で、共感できる部分を探しながら、合意形成をすること
ができる。
グループワークではメンバー間で役割分担をしながら目的を遂行することが
できる。
必要な資料や文献を検索することができる。
相手に伝わりやすくIn1答を引き出しやすい質問をすることができる。
わかりやすくメモやノートをとることができる。
本や論文の内容を正確につかむことができる。
自己表現を効果的にすることができる。
ものごとを鵜呑みにせず、常に批判的な視点をもって考えることができる。
本学図書館の基本的な利用（レファレンスサービス、資料の閲覧・貸出、
文献複写、学外の図書館や機関が所蔵する資料の借用、学外の図書館や機関
への紹介状の発行）の方法がわかる。
図書館・情報メディアセンターを十分に活用することができる。
自らスケジュールを立て、学習を進めていくことができる。
試験では、一夜漬けに頼らずに、確実に覚えて臨むことができる。
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学習の満足度を支える要因
ここでは、「初等教育専攻における学習環境充実感｣、大学で主体的、能動的に
学習するために必要な「学びのスキル｣、「学生生活に対する満足度」が「学業に
対する満足度」に与える影響を検討するために、Amos21を用いて共分散構造分
析を行った。モデルの構成に当たっては、学習の基盤となるであろう「初等教育
専攻における学習環境充実感」を独立変数、入学後も上がっていくことが期待さ
れる「学びのスキル」を媒介変数、「学業に対する満足度」と「学生生活に対す
る満足度」を従属変数にし、「初等教育専攻における学習環境充実感」から「学
業に対する満足度」へのパスも仮定したモデルｌについて検証を行った。その結
果､モデル適合度が低〈（Ｘ２（２）＝17.698,ｐ＜､001,ＧFＩ＝900､AGFI＝､498、
RMSEA＝､313)、「初等教育専攻における学習環境充実感」から「学業に対する
満足度」へのパスが有意ではなかった。そこで、このパスを削除し、「学びのス
キル」と「学生生活に対する満足度」を媒介変数にしたモデルについて検討した。
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その結果、モデル適合度も改善され（Ｘ２（２）＝2.916,,.s.、ＧＦＩ＝980、
AGFＩ＝.898,ＫＭSEA＝､081)、仮定した全てのパスが有意な結果となったため、
最終的にこのモデルを採用した（図ｌ）。
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図１学習の満足度を支える要因
図ｌに示す通り、初等教育専攻では、人的･物的に充実した学習環境を基盤に、
学生の学びのスキルや学生生活に対する満足感が高められ、そのことが、授業や
自習を含めた学業に対する満足度につながっていることが確認された。また､｢初
等教育専攻における学習環境充実感」から「学業に対する満足度」へのパスが直
接引けず、媒介変数を通じてのみ効果が確認されたことから、「学業に対する満
足度」を高めるには、単に物的・人的な学習環境のよさがあればよいというわ
けではなく、学生自身に大学で学ぶためのスキルが身についていて、主体的・
能動的学んだり、学生生活にも満足することができていたりして初めてその環境
のよさが効力を発揮することが示された。
なお、今回の調査では、「学業に対する満足度」はＭ＝66.11、ＳＤ＝15.97,「学
生生活に対する満足度」はＭ＝74.63、ＳＤ＝20.60であった。無論、「学業に対
する満足度」＝「教師としての力量」や「学力」というわけではないが、自らの
学びに対し満足できること、あるいは、山地(8)の言葉を借りるなら「納得感」
が得られることは、主体的な学びへの動機づけを高める意味でも必要である。今
後は、初等教育専攻の『教職履修カルテｊに示されている「修得・探究すべき
教師力」の観点も踏まえ、文学部初等教育専攻で教職を目指す学生が、教員とし
て必要な知識・技能をどの程度修得できているのかというデータとも併せて、
学生の学びについて検討していく必要があるだろう。
最後に、本調査の限界についても触れておく。今回の調査ではアンケートの有
効回答率が51.2％と低く、初等教育専攻の学生全員の意識が反映されているとは
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言い難い。今後は、アンケートが集中しやすい学期末を避けて調査を行うなどの
回収率を上げる工夫をする必要があるだろう。また、４年間の学生生活を通じて
学びへの意識がどのように変化するのかを明らかにし、就学支援につなげること
も今後の課題である。
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